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今回の調査地 

遺跡の分布と調査の位置 

はじめに 

 浜松市では、浜北区宮口において国道362号バイパス整備に先立つ発掘調査を2015年11月から実施

しています。今回の調査では、平安時代（約1,000年前）に陶器を焼いた窯の跡や、古墳時代終末期

（約1,400年前）に築かれた古墳の石室が発見されるなど、大きな成果が得られました。 

遺跡の位置と環境 

 今回の調査地は、浜北区の北西部に位置し、三方原台地から河岸段丘への斜面部にあたります。 

 周辺には、小規模な谷がいくつも形成されており、そのような谷の斜面などに、平安～鎌倉時代

の陶器を焼いた窯跡が約３０基確認され「宮口古窯跡群」と呼ばれています。  

 また、台地・丘陵の縁辺や斜面からは、古墳時代後期～終末期に築かれた古墳が多数確認されて

います。 
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 宮口古窯跡群で平安時代に焼かれている陶器は、 

灰釉陶器（かいゆうとうき）とよばれるもので、水に

とかした灰を塗ってから焼くことで生じるガラス質の

膜（釉）によって、表面の一部がおおわれています。 

 宮口古窯跡群は、いくつかの支群に分かれており、

今回の調査で確認されたのは大屋敷古窯跡群の３号窯

と４号窯の２基です。過去には、吉名古窯跡群の１・

５・６号窯や、大屋敷１・５号窯で発掘調査が行われ

ています。 

【大屋敷４号窯】 ※表紙写真 

 天井部や焚口、灰原は失われていましたが、焼成室

の部分がみつかりました。規模は現存の長さ約５．３

ｍ、最大幅が０．９ｍです。窯の壁は粘土を貼りつけ

ており、その外側の土は熱によって赤く変化していま

す。一部では壁が改修された跡も確認されています。 

 出土している灰釉陶器の特徴から、１０世紀後半～

末頃にこの窯が使われていたと考えられます。 

窯の模式図 

宮口古窯跡群の分布 
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燃焼室 

 斜面に細長い穴を設けて、その内部で
粘土で成形した陶器を焼いて生産する。
分焔柱（ぶんえんちゅう）は、燃焼室 
と焼成室の境に設けられる柱で、 
燃焼効率を向上させる。 
灰原（はいばら）は、 
灰や炭、不良品など 
を廃棄した場所。 

（未調査） 

調査区全体図 

大屋敷４号窯出土 灰釉陶器 

大屋敷古窯跡群調査の成果 ～平安時代の窯業地帯～ 



おわりに 

 今回、宮口古窯跡群では６・７例目となる窯本体の調査であり、この地域における平安時代の陶

器生産の実態にせまる上で貴重な資料が得られることとなりました。また、北新屋Ｂ古墳群の調

査では、分布密度は薄いものの、東隣の丘陵に立地する大屋敷Ｃ古墳群と同じ古墳時代終末期に

おける墓域の広がりを明らかにすることができました。今後は３月まで調査を行い、翌年度以降

に資料整理・分析等を進めた上で、調査成果の公開・活用を図っていきたいと考えています。 

【大屋敷３号窯】  

 調査の途中であるため窯の内部は未発掘ですが、窯の

周辺で灰釉陶器が多数出土し、複数の遺構も検出されて

います。これらの遺構の内部の調査はこれからですが、

３号窯の操業に関係している可能性があります。 

 窯の周辺から出土した灰釉陶器の特徴から、１０世紀

代に３号窯での生産が行われたと考えられます。 

北新屋Ｂ古墳群調査の成果 ～古墳時代終末期の群集墳～ 

 調査地周辺の台地や丘陵には、古墳時代後期から終末期（６～７世紀）にかけて、横穴式石室

（よこあなしきせきしつ）を有する小型の円墳が数多く築かれています。北新屋Ｂ古墳群は、過

去に調査地北側の台地上に３基の存在が知られています（１～３号墳：詳細不明）。今回の調査

では、さらに３基（４～６号墳）を確認しました。いずれも７世紀代に築かれたと考えられます。 

お問い合せ  浜松市市民部文化財課 埋蔵文化財調査事務所  〒431-2295 浜松市北区引佐町井伊谷616-5 
          Tel：053-542-3660 Fax：053-542-3326 E-mａｉｌ：maibun@city.hamamatsu.shizuoka.jp 

《注意事項》 
★決められた箇所以外の立入はご遠慮ください。また、道路を横断する箇所がありますので、車にご注意ください。 
★撮影された画像等を公開する際には、他の来場者について人物が特定されないようご配慮ください。 
★安全管理上、現地説明会以外の日に、無断で発掘現場へ立ち入ることはご遠慮ください。 

大屋敷３号窯周辺出土 灰釉陶器 

調査地周辺の古墳分布 

北新屋Ｂ古墳群 

横穴式石室を有する古墳の模式図 

北新屋Ｂ５号墳 

北新屋Ｂ６号墳 

北新屋Ｂ５号墳出土 須恵器 

【北新屋Ｂ５号墳】 

 墳丘は確認できませんでしたが、

入口を石でふさいでいる全長４．８

ｍ、幅１．０ｍの横穴式石室がみつ

かりました。石室内などから須恵器

（すえき）が発見されています。 

【北新屋Ｂ６号墳】 

 墳丘は確認できませんでしたが、

現存長２．６ｍ、幅０．９ｍの横穴

式石室がみつかりました。石室の仕

切り部分の両袖に石を立てています。 

北新屋Ａ古墳群 


